
 

 

 

 

 

 

 

発行責任者 

野中 広俊 

202６／４／２２ 

№８９ 

「初狩駅で発生した鉄道人身傷害事故」についての原因究明委員会を開催 

発生日時：２０２６年３月５日 １９時２０分頃 

発生場所：初狩駅上りホーム（島式ホーム・甲府方より４両目付近） 

発生事象：初狩駅下り列車から下車した乗客が上り列車に乗ろうとした際に、上り列車とホーム

の隙間に転落したと思われる。転落後に来た列車が負傷者を発見し消防が救出した。 

       上り列車の車掌は発車ベルを鳴らし、ＩＴＶを確認し人がいないことを確認してドアを

扱った。車掌は列車発車時や後方確認時に異常はなかったと話している。 

地本は当該職場の組合員を交えて原因究明員会を開催！ 

人（Man） 

眠気もなく負担の少ない行路 

基本動作を徹底していた 

モノ・機械（Machine） 

駅のＩＴＶは画面が汚れており、カメラの

ピントがあってない事、日当たり次第で

見づらい事が多い。 

ドアは半自動扱いのため、乗客がドア

扱い終了のタイミングを把握しづらい。 

   

 
環境（Media） 

初狩駅は急カーブ上にホームがあるた

め、ドア操作を行う際に先頭車方面が

見づらい。また車両との隙間が大きい。 

運行ダイヤの都合上、大月駅で降り損

ねた乗客が反対方向の列車に飛び乗

る事が多い。 

ホームの明かりが少なく、夜は暗い。 

   

 

管理（Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ） 

ドアを閉めるときはタブレット・時計を二重で確認している 

乗降取り扱い時の基本操作が多く、ホーム確認に注視できる状況ではない。 

教育・訓練（Education） 

事象発生の翌日に状況を聞く面談。 

その次の日に現地確認。 

シミュレーターを実施。 

技術・工学（Engineering） 

ホームドア、転落検知マット、 

同時刻の上下列車停車の解消、 

音声によるホーム隙間の注意喚起 

上下の発車ベルを分け、発車する

列車の報告が分かるようにする 

強化・徹底（Enforcement） 

半自動扱いのボタンが消灯したら、ドア操作ができない事を乗客

に周知する（いつまでもドア操作を行う事を防ぐため） 

強化・徹底（Example） 設備の強化・改善、安全の投資 

４M４E 手法を用いて議論をし、事象に対する要因の深堀りや対策を出し合いました！ 

原因究明委員会の議論を通じて 

①当該の車掌は基本動作を徹底していたことから全く落ち度はなかった。 

②機械・環境・管理の部分で会社が出来ていない事や不安要素が多くあった。 


